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（学位論文のタイトル） 
Dose-Volume Parameters and Local Tumor Control in Cervical Cancer Treated with Central
-Shielding External Beam Radiotherapy and CT-Based Image-Guided Brachytherapy 
（子宮頸癌に対する中央遮蔽骨盤照射とCT画像誘導小線源治療を組み合わせた放射線治療におけ
る線量体積パラメータと局所制御の関係） 
























リスク臓器のα/β比を3Gyとしたときの Linear-quadratic model (LQ model)で2Gy等価線量(EQ
D2)に変換した。小線源治療のHR-CTVに対するD90とD98の合計線量中央値はそれぞれ40.5 GyEQD2と
31.4 GyEQD2であった。全骨盤照射と小線源治療の線量を単純合算したときのHR-CTV D90とD98の合














解析した。ROC解析に基づき、HR-CTV D90で36.0 GyEQD2、D98で28.0 GyEQD2をカットオフ値としてFi
sher検定を行ったところ、小線源治療時のHR-CTV D90やD98が高い群で有意に局所制御が良好で
あった (HR-CTV D90でp = 0.001、D98でp = 0.002)。よって、30-40 Gyの全骨盤照射と20-10 Gy
の中央遮蔽骨盤照射で治療を行う場合、小線源治療合計でHR-CTV D90 > 36.0 GyEQD2またはHR-C
TV D98 > 28.0 GyEQD2を満たすことが局所制御のために重要と考えられた。 
また、小線源治療のHR-CTV D90やD98の合算線量に全骨盤照射を加味した場合の局所制御との
相関を解析した。ROC解析に基づき、HR-CTV D90で72.0 GyEQD2、D98で63.5 GyEQD2をカットオフ値と
してFisher検定を行ったところ、全骨盤照射と小線源治療のHR-CTV D90やD98の合算線量と局所







                                                                                
